
     

（
所
在
地
）
福
島
一
丁
目
―
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朝
日
放
送
社
屋
前  

 

史 し 
跡 せ
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福 ふ
く 

澤 ざ
わ 

諭 ゆ 

吉 き
ち 

生 せ
い 

誕 た
ん 

の 

地 ち 

初
代
の
諭
吉
生
誕
碑
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二

九
）
、
大
阪
大
学
附
属
病
院
敷
地
内
に
建
て
ら
れ

た
が
、
戦
争
中
に
な
く
な
り
、
昭
和
二
九
年
（
一

九
五
四
）
、
現
在
の
中
央
部
分
の
碑
が
建
て
ら
れ

た
。
そ
し
て
生
誕
百
五
十
年
を
期
し
て
『
学
問
の

す
す
め
』
の
有
名
な
一
節
「
天
ハ
・
・
・
」
の
碑

が
追
加
さ
れ
た
。
そ
の
後
病
院
は
移
転
し
、
跡
地

に
は
朝
日
放
送
が
新
社
屋
を
建
設
し
、
二
〇
〇
七

年
一
二
月
一
〇
日
に
復
元

ふ
く
げ
ん

の
式
典

し
き
て
ん

が
あ
つ
た
。
ま

た
、
す
ぐ
西
側
の
な
に
わ
筋
に
面
す
る
角
に
地
図

を
含
め
た
案
内
板
が
新
た
に
設
置

せ

っ

ち

さ
れ
た
。 

 

︻
碑 

文 

正
面
下
︼ 

幕
末
明
治
の
大
教
育
家
福
澤
諭
吉
先
生
こ
ゝ
に 

生
る
。
時
に
天
保
五
年
十
二
月
十
二
日
（
西
暦
一 

八
三
五
年
一
月
十
日
）
、
こ
ゝ
は
旧
豊
前
中
津
藩 

倉
屋
敷
の
長
屋
跡
で
あ
る
。
先
生
の
父
百
助
は 

一
面
に
於
い
て
、
経
学
者
、
詩
文
家
で
あ
っ
た 

が
、
然
し
、
理
財
の
道
に
精
通
し
た
循
吏

じ
ゅ
ん
り

で
あ 

っ
て
、
金
穀
会
計
の
俗
役
に
奔
命

ほ
ん
め
い

し
て
其
生
涯 

を
終
っ
た
人
で
あ
る
。
彼
は
妻
お
順
が
、
大
き 

な
、
痩 や

せ
て
骨
太
な
五
番
目
の
子
を
産
ん
だ
時 

「
こ
れ
は
よ
い
子
だ
、
大
き
く
な
っ
た
ら
寺
へ 

遣
っ
て
坊
主
に
す
る
」
と
語
っ
た
と
伝
へ
ら
れ 

て
ゐ
る
。
封
建
門
閥

も

ん

ば

つ

の
世
に
下
級
士
族
が
其
子 

を
し
て
名
を
成
さ
し
め
る
道
は
こ
れ
を
仏
門
に 

入
ら
し
め
る
以
外
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。 

当
時
に
於
い
て
、
こ
の
子
が
後
年
、
西
洋
文
明 

東
道
の
主
人
と
な
り
、
封
建
的
観
念
形
態
の
打 

破
に
努
力
す
る
に
至
る
将
来
を
誰
が
予
見
し
得 

た
で
あ
ろ
う
か
。 
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【碑文 案内板】 大阪中之島久留米藩蔵屋敷絵図         ＜図＞ 

         第二図 玉江橋             国宝大阪全図（部分） 

            ＜図＞ 

大阪市指定有形文化財 合名会社神宗所蔵 写真提供 大阪歴史博物館 

 
 江戸時代初期の中之島周辺は、葦が生い茂る低湿地でした。それが 
豪商・河村瑞軒の治水工事によって、水運に有利な一等地となり、全国 
諸藩の蔵屋敷が建ち並ぶようになりました。大阪が「水の都」「天下の 
台所」呼ばれた時代です。 
 新社屋の敷地には中津藩（大分）、延岡藩（宮崎）、壬生藩（栃木） 
などの蔵屋敷があり、発掘調査で当時の建物跡や茶碗・人形などの 
遺物が見つかっています。 
 1834年には中津藩の蔵屋敷で福沢諭吉が生まれました。明治・大正 
時代には官庁や学校・病院（のち大阪大学医学部付属病院）の用地 
として市民に親しまれました。 

 その後、2008年に朝日放送が移転して参りました。 

                                寄贈 朝日新聞社 

赤○が中津藩 


